
大径木（大径材）を無駄なく活かすために

R2.11.12日刊木材新聞より

循環型林業を推進する上で、
新たな課題となっている大径
木（大径材）の有効活用。

トーセンは、森林資源の循環
利用を推進するため、これま
で取り組んできた「母船式木
流システム」「ABC材全量出
材構想」「エネルフォーレ
50」など、様々な事業で培っ
てきた森林資源フル活用のノ
ウハウを活かし、大径材に新
たな需要を作り出す、大径材
から付加価値のある製品を生
産・出荷できるよう努力して
います。



R3.8.20日刊木材新聞より

大径材を大量に加工・製材する機
械がない工場でも、母船式木流シ
ステムにより、既存の製材機械や
加工技術をうまく活用することで、
大径材の一次加工工場
として活躍することが
出来ると考えています。

母船式木流システムを活用し、山に近い一次加工工場で、大径材から「フリッチ」と呼ばれ
る粗挽き材を製造し、製造したフリッチを新たに整備したフリッチ加工工場に運搬します。
フリッチ加工工場では、フリッチを再割し、ホームセンター向け製品や、集成材用のラミナ
（板材）として出荷します。

フリッチ
10.5cm角や12cm角など、木造住宅の柱用
の材料に見えますが、実は20cm角以上の
大きな粗挽き材となっています
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